
令和 3年度職能委員会報告 

〔 １ 〕保健師職能委員会                       委員長 石井 靖子 

1.委員会開催状況 

1)委員会 12回 

2)検討事項 

(1)保健師の人材育成について 

(2)コロナ禍での保健師業務実態調査について 

(3)地域包括ケアのための多職種連携等について 

(4)保健師職能（地域包括ケア）研修につて 

(5)合同職能委員会について 

(6)コロナ禍での保健師業務実態調査について 

(7)情報交換 

(8)次年度計画、予算について 

 

2.活動報告 

1)会議等 

(1)全国保健師職能委員長会(WEB) 第1回 7月5日 第2回 令和4年3月3日 

(2)地区別保健師職能委員長会(WEB) 10月19日 

(3)都道府県看護協会母子のための地域包括ケアシステム推進会議(WEB) 9月8日 

2)研修会、交流会等開催 

(1)今日から実践できる！地域包括ケアシステムにおける保健師の役割(ナースプラザ福岡) 

開催日 11月13日 

講 師  あざかみこどもクリニック 保健師 香月眞美 氏 

田川市立病院 医療支援センター 副センター長 山口のり子 氏 

福岡県立大学 看護学部 教授 尾形由起子 氏 

内 容 子育て世代 地域包括支援センターにおける保健師の役割、地域住民や他職種との連携による地

域包括ケアシステム構築、地域住民のいのちを守る保健師 がつくる地域包括ケアシステム構築 

対 象 保健師、看護師、助産師 

受講者 35名 

(2)令和3年度合同職能委員会(ハイブリッド)［保健師職能委員会担当］ 

開催日 令和4年2月 19日 

内 容 保健師・助産師・看護師Ⅰ・看護師Ⅱ委員が集まり、職務の相互理解のための活動紹介を行い、

看護職能間の連携について意見交換をし、情報共有を諮った。 

参加者 29名 

3)その他 

コロナ禍での保健師業務実態調査(令和4年度も継続して取組む) 

 

3.今後の課題・検討事項等 

1)地域包括ケア実現のための保健師の役割と看護職連携の課題と対策 

2)コロナ禍での保健師業務の実態の把握 

3)災害や感染症等健康危機管理体制の整備と人材育成 

4)保健師の会員拡大のための戦略の検討 

 

 

 

 


